
















　　　せんせ～、会長と副会長が朝からラブコメしてま～す

※3巻の内容を補完するSSなので、本編を読んでからお読みください







　少しずつ生徒が集まり始めた朝の征嶺学園。その生徒会室に、窓から差し込む朝日を背にして業務に励む二人の姿があった。

「よし、これでOB会との話し合いもクリア……あとはこれを職員室に提出して、学園からの返答を待つだけだな」

「お疲れ。なんとかなりそうだね」

「あぁ……公約を破らずに済みそうで安心したよ」

　その二人は、生徒会長の剣崎統也と副会長の更科茅咲。現生徒会を代表する二人組であり、校内一有名なカップルでもある。

　現在、二人は休日の間に行ったOB会との話し合いに関する資料をまとめている最中だった。内容は、征嶺学園の制服の変更に関する提案。統也が会長当選時に掲げた公約のひとつであった。

「しっかし、OB会の頭の固さには驚いたよね……毎年熱中症で倒れてる生徒がいるって言っても、なっかなか首を縦に振らないんだから」

「まあ、どこの世界でも年寄りは頭が固いって言うからな……それも、茅咲のおかげでなんとかなったが」

「え？　あたし？　……なんかやったっけ？」

「いや……」

　ポカンとした表情を浮かべる恋人に、統也は内心「俺の隣でずっと殺気を放っててくれたじゃないか」と思ったが、流石にそれを正直に言葉にするのは憚られた。大企業の重役や一流の政治家も所属するOB会の面々が、茅咲の放つ「いいから黙って頷けや」と言わんばかりの殺気に完全に気圧されていたのだが、本人に自覚がないなら仕方がない。統也は少し考え、当たり障りのない答えを返した。

「……お前が隣にいてくれたから、俺もあの面々を相手に堂々と交渉できたんだ。だから、お前のおかげだ」

　会長席に座ったまま、統也が傍らに立つ茅咲にそう告げると、茅咲は照れくさそうな笑みを浮かべて統也を見返す。

「統也……ううん、統也が頑張ったからだよ」

「茅咲……」

　そのまま見つめ合い、二人の間に甘い空気が流れ始める。すると、茅咲が何やら妖しい笑みを浮かべて統也が座る椅子をくるりと回すと、前屈みになって椅子の肘置きを掴んだ。自然、統也は正面から茅咲にのしかかられるような体勢になり、椅子の上でのけ反る。

「ち、茅咲？　ちょ、ちょっと待て。ここは生徒会室だぞ？」

「いいじゃん……誰も来ないって」

「それは……そうだろうが、流石に生徒代表である俺らが風紀を乱すようなことするのは⁉」

　慌てふためきながら恋人を押しとどめようとする統也だったが、茅咲は愉悦のにじむ笑みを浮かべたままなおも顔を近付けてくる。

「風紀を乱すようなことって……どんなこと？」

　あ、喰われる……

　そんな直感が脳裏に瞬き、統也が目を見開いたまま覚悟を決めようとした──その時。

「！」

　突如、茅咲がパッと顔を上げ、生徒会室の扉の方を振り返った。そして、

「っ！　伏せて！」

「え、うぉっ!?」

　茅咲に押され、座ったまま限界までのけ反っていた統也は、椅子の上を滑り落ちるようにして床に尻もちをついた。

「こっち！」

「痛っ、なん──」

　痛がる間もなく、訳も分からないまま茅咲に机の下に押し込められる。そして、すぐさま茅咲も空いてるスペースに体をねじ込み、二人はさながら茅咲が統也を押し倒しているかのような体勢で机の下に収まった。直後、生徒会室の扉が開く音がして、統也は反射的にそちらを振り返る。

「で、どうした？」

　すると聞こえてきたのは、生徒会庶務の政近の声。その後、会計のアリサの声も聞こえてくる。どうやら、二人で何か秘密の話し合いをしているらしい……が、統也はちょっと、それどころじゃなかった。だって、客観的に今の自分達を見たら完全にアウトだったから。

（いや、理由は分かったが……これ、二人で隠れる必要なかったんでは？）

　そもそも、隠れる必要自体がなかった。やましいことをしようとしてた後ろめたさからとっさに隠れてしまったのだろうが、普通に体を離して業務に戻ればそれでよかったはずだ。

（むしろ、こんな状況を見られたらそれこそ言い訳が出来ない気が……）

　そんな呆れとわずかばかりの非難を込めて前を振り返れば、そこには思ったより近い位置に恋人の顔。その凛々しくも美しい顔がじわじわと赤く染まり、統也は何事かと眉をひそめ……そこで気付いた。

　中途半端な形で立てられた自分の脚。その膝頭に、茅咲の……たくましい、腹筋が当たっていることに。膝に伝わる尋常ではないその硬さ、流石の統也もこれにはビックリ。

（な、なんてたくましいんだ……！　くっ、俺も負けてられん！）

　なんだか、恋人の体に触れた男子高校生にしては奇妙な反応をする統也。一方で茅咲の方は、恋人の体に触れた女子高生として至極真っ当な（？）反応をした。

　密着した体をもぞもぞと動かすと、瞳を潤ませながら更に統也に顔を近付ける。鼻先が触れ合いそうなその距離に、統也は机の下でのけ反る……スペースがない。かと言って下手に声を出すのは明らかに危険だし、体を支えている腕を動かしたらこれまた体勢が崩れて音がしてしまいそう。結果、なすすべなく恋人の接近を許すしかない統也だったが……

「で、いつまで隠れてるつもりですか？　会長、更科先輩」

　そこで不意に響いた政近の言葉に、茅咲が弾かれたように頭を上げた。直後響く、ゴンッ！　という鈍い音。

「～～～～っ!!」

　声にならない声を上げながら、後頭部を押さえて机の下から転げ出す茅咲。その姿を心配半分安堵半分で見つめながら、統也は机の下から這い出すと、後輩に言い訳をすべくゆっくりと立ち上がるのだった。

　……茅咲の頭突きを受けた箇所が、思いっ切りへこんでいるのには見ない振りをして。
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